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要旨　中華民国期（1912年一1949年）の中国において，全国の教育行政を担った中央教
育行政機関が教育部である。本稿では教育部という官僚集団の人員構成について，『中
国教育年鑑』，『教育部職員録』などにもとついて分析をおこなった。
　その結果，まず正副長官や司処長など教育部幹部の任期をみると，北京政府（1912
年一1928年）より国民政府（1927年一1949年）のほうが長く，国民政府の基礎が北京政
府に比べて堅固であったこと，また国民政府期は江漸地区，とくに江蘇出身者に偏重し
ていたことを明らかにした。
　ついで，教育部の職員全体では，教育事業の発展にともなって増加しており，それは
法規定とは必ずしも一致していないこと，本籍地をみると，北京政府期は当初南方諸省，
とくに江漸両省に偏重していたが，しだいに各地の人材を広汎に集めるようになってい
き，崩壊寸前の1927年には，一転して華北の地方政権の様相を帯びるようになってい
たこと，これに対し，国民政府は北京政府初期以上に江漸両省に偏重し，それは抗日戦
争中の1939年になっても変わらず，その後四川が急増するものの，江漸地区が最大勢
力を維持したこと，年齢では，北京政府期，国民政府期とも平均35歳前後であるが，
北京政府期のほうが漸増傾向が顕著であること，男女比率は1946年と1947年しかわか
らないが，女性の増加傾向がうかがえることを明らかにした。
　これらの分析から，教育部という官僚集団は，巨大化していくなかで，新陳代謝を図
り，女性職員も増えつつあったことなど，近代化の進展をうかがわせる反面，江漸両省
出身者への偏重のように，全国政権とはいいがたい側面があり，国民政府の統一が江漸
政権の全国支配という一面を持っていた可能性を示唆した。
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はじめに
　近代国家において，近代教育の普及拡充は民衆を教育し国家観念を持った国民を創造する機
能を担っている。それは精神面における国家統一の重責を担っているといえる。中華民国期
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（1912年一1949年）の中国において，全国の教育の質的量的拡充を担ったのが中央教育行政機
関である教育部である。
　蒋介石は中華民国国民政府主席在任中の1930年12月6日（就任は同月22日）から翌年6
月27日まで特任で教育部長を兼務し，同じく国民政府の有力者陳立夫も抗日戦争中の1938年
1月1日（就任は同年1月4日）から1944年11月20日まで教育部長に特任されており，国
民政府が一貫して教育行政を重視し，教育部を掌握して教育を発展させることを重視していた
ことがわかる②。それでは，教育部という官僚機構は，どのような人的構成だったのだろうか。
　近年，近代中国の教育行政機構に関する研究は進展著しい。たとえば，清末の中央教育行政
機関である学部に関しては関暁紅の著作があり，北京政府期教育部に関しては今井航の壬戌学
制改革前後の教育部に関する考察がある。南京国民政府に関しては，初期の野心的な行政機構
改革である中華民国大学院の顛末について陳哲三の著作などがあり，筆者も教職員運動や国民
党の民衆運動との関連で考察したことがある。最近では，広少奎が国民政府教育部について総
合的な研究を著している③。これらの著作では，いずれも人事面の考察をおこなっているが，
『中国教育年鑑』や『中華民国梢案史料匿編』などの記載にもとついて分析するにとどまって
おり，『教育部職員録』のような原史料にもとつく研究は，今のところ見当たらない④。
　筆者は，かつて江蘇省の無錫教育会の役員分析をおこなったことがあるが，その際，清末か
ら北京政府期の教育会は人的な連続性が高かったのに対し，抗戦前国民政府期の教育会は国民
革命によって改組されたため，北京政府期の主要メンバーはみな教育会を離れ，県教育局へ入っ
ており，教育会と教育局とのあいだに摩擦があったことを明らかにした⑤。
　本稿おいては，主として教育部が編纂出版した『教育部職員録』等の史料を中心に，教育部
という人材集団の特徴とその変遷について初歩的な考察をおこなうことにしたい。本稿で使用
する史料は以下のとおりである。
原史料
　中国第二歴史棺案館（南京）蔵北京政府教育部棺案　全宗号1057案巻号64
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1914年6月）（以下，『職員録』1914．6）
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1915年4月）
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1916年5月）
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1916年9月）
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1919年7月）
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1920年10月）
　　教育部編『教育部職員録』（北京，教育部，1927年12月）
　中国国家図書館（北京）蔵
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教育部編『教育部職員録』（南京，教育部，1931年8月）
教育部編『教育部職員録』（南京，教育部，1932年10月）
教育部編『教育部職員録』（南京，教育部，1934年2月）
教育部編『教育部職員録』（南京，教育部，1936年11月）
教育部編『教育部職員録』（重慶，教育部，1939年3月）
教育部編『教育部職員録』（重慶，教育部，1946年3月）
教育部編『教育部職員録』（南京，教育部，1947年4月）
二次史料
　　教育部編『第一次中国教育年鑑』（上海，開明書店，1934年）
　　教育部編『第一次中国教育年鑑』（南京，教育部，1948年，宗青図書公司影印版）
　　教育部編『第一次中国教育年鑑』（台北，教育部，1957年，宗青図書公司影印版）
1．民国教育部の正副長官，司処長の分析
　まず，中華民国の成立から台湾移転までの中央教育行政機構の変遷を概観し，あわせて正副
長官の変遷過程を見ることにしよう（第1表）。
　中華民国の中央教育行政機構は，南京臨時政府教育部に始まる。初代教育総長は察元培であ
る。以後，教育部は北京に成立した民国政府に引き継がれ，1928年6月，北京政府の崩壊ま
で続く。北京政府期の教育総長はのべ23人である。そのうち任命されたものの就任していな
い者がのべ4人おり，これ以外に「兼署総長」などさまざま名義による代理がのべ22人いて，
実際に総長職を担った者は合計40人となる。総長職担当者中，代理職が実に過半数を占めて
おり，北京政府期の不安定さを示しているといえる。
　総長およびその代理職のうち，在任期間が最も長いのは傅増湘（1917年12月14日～1919
年5月15日）で，総長および代理職の平均在任期間は5か月足らずである（6）。とくに1922年，
1924年，および1926年は，それぞれ前後6人の総長・代理職が就任している（7）。政局がめま
ぐるしく変わるなか，総長も頻繁に替わるようになり，教育部，ひいては北京政府が次第に統
治能力を喪失していったことがみてとれる。北京政府期の教育部には，副長官として教育次長
1名が設置されていたが，次長も総長同様，頻繁に交替し，代理職こそ少ないものの，平均在
任期間は8か月に満たない。
　国民政府初期の教育行政機構もきわめて不安定であった。最初に設立されたのは合議制の教
育行政委員会で，その委員に定数はなかった。最初に就任したのは陳公博，甘乃光，許崇清，
金曽澄，鍾栄光の5人で，いずれも広東人であった。のち，数人が追加されたが，北伐の進展
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第1表　北京政府・国民政府の教育正副長官の比較（1）
北京政府時期 矯未綴再任鋤 時間i月） 国民政府時期 憲未就任i再任鋤 時間i月）
長官（1912．1－1928．6）
???????
長官（1927．10－1950．3）
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出典）　教育部編『第一次中国教育年鑑』（上海：開明書店，1934年）
　　　教育部編『第二次中国教育年鑑』（南京：教育部，1948年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編『第三次中国教育年鑑』（台北：教育部，1957年，宗青図書公司影印版）
　　　銭実甫『清季新設職官年表』（北京：中華書局，1961年）
　　　魏秀梅編『清季職官表附人物録』（台北：中央研究院近代史研究所，1977年）
　　　張朋園・沈懐玉合編『国民政府職官年表第一冊（1925－1949）』（台北：中央研究院近代史研究所，1987年）
　　　劉寿林等編『民国職官年表』（北京：中華書局，1995年）
にともなう混乱のため，そのメンバー構成については文献により異同がある（8）。こののち，蒋
介石に南京国民政府樹立を促した察元培らが中華民国大学院を創設する。大学院は国民政府と
対等で教育と学術を独立して管理する教育行政学術機構であったが，「以党治国」や五院制に
反することを問題とする国民党内からの批判，統制に対する大学生の反発，大学優先・小中学
軽視を不満とする小中学教員の反対などを受けて，2年足らずで教育部へと改組されてしま
う（9）。とはいえ，大学院は国民政府期の教育行政の基礎を固め，その人員も多く教育部へと受
け継がれているため，本稿では，大学院と教育部を一連のものとして分析を進める。
　国民政府期（以下，憲政開始から台湾移転までの民国政府も含める）の人事は，北京政府期
と比較すると明らかに安定している。大学院の正副長官は正副院長で，教育部では教育部長と
政務次長，常任次長（日本の事務次官に相当。のち常務次長）が置かれていたが，大学院長と
教育部長の平均在任期間は19か月，副院長と政務次長は20か月，常任次長と常務次長は17
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第2表　北京政府・国民政府の教育正副長官の比較②
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出典）教育部編『第一次中国教育年鑑』（上海：開明書店，1934年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編『第二次中国教育年鑑』（南京：教育部，1948年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編『第三次中国教育年鑑』（台北：教育部，1957年，宗青図書公司影印版）
　　　銭実甫『清季新設職官年表』（北京：中華書局，1961年）
　　　魏秀梅編『清季職官表附人物録』（台北：中央研究院近代史研究所，1977年）
　　　張朋園・沈懐玉合編『国民政府職官年表第一冊（1925－1949）』（台北：中央研究院近代史研究所，1987年）
　　　劉寿林等編『民国職官年表』（北京：中華書局，1995年）
か月で，北京政府期と比べはるかに長い。未就任や代理の人数も少なく，しかも1930年の年
末から1933年5月の間に集中している。広少奎によると，これは当時，蒋夢麟が部長を罷免
されたのち，高魯や李書華，翁文瀬らが次々に任命されたが，いずれも就任しないか，消極的
姿勢を取ったため生じた事態であった。結局，やむをえず蒋介石自らが教育部長を兼任するこ
とになったのである。広が指摘するように，人事問題を分析する際は，派閥や政治的立場も考
慮する必要がある（’°）。国民政府期の正副長官の籍貫（本籍地）は，北京政府期に比べて江漸
（江蘇・漸江）地区，とりわけ漸江省に偏重している（第2表）。これも地域的な派閥が影響し
ていることが考えられるが，今後さらに検討すべき課題である。
　一方，広少奎は政治闘争を強調し，「わずか十年足らずの期間に，部長職がたびたび入れ替
わり，短い時で数ヶ月，長くても4年余りにすぎない。部長が交代するたびに，大なり小なり
部内の主要人員の調整と任免がともなう」としている㈹が，いささか言い過ぎの感がある。
第3表のように，教育部の各司処長（’2）の人事異動は，国民政府期に比べ北京政府期のほうが
頻繁で，国民政府期の司処長の平均在任期間は，祉会教育処・司長が17か月余りと比較的短
いものの，総じて北京政府期より長い。とくに普通教育司長（日本の初等中等教育局長に相当）
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第3表　北京政府・国民政府教育部等の司処長の比較（1）
北京政府時期 国民政府時期
任 平 任 平
の
?? ??
の
?? ??
???????? ????????
（月） （月） （月） （月）
教育部総務庁庁長（1927．7－1928．6） 1 11 11大学院総務処処長（1928．6－1928．11） 1 5 5．0
（民国16秋に庁長を設置） 教育部総務司司長（1928，11－1949．11） 9 25228．0
大学院・教育部総務処司長合計 10 25725．7
教育部專門教育司司長（1912．5－1928．6）18 19310．7大学院高等教育処処長（1928．4－1928，11）1 5 5．0
（うち代理・兼任司長3） 教育部高等教育司司長（1928．11－1949．11）11 25222．9
大学院・教育部高等教育処司長合計 12 25721．4
教育部普通教育司司長（1912．5－1928．6）6 193322大学院普通教育処処長（1928．4－1928．11）1 5 5．0
（うち代理・兼任司長1） 教育部普通教育司司長（1928．11－194L2）2 14773．5
大学院・教育部普通教育処司長合計 2 15276．0
（うち再任1）　　　　　　　　　　　　　　・曾曹・曾
教育部中等教育司司長（1941．2－1949．12）6曾，P06曾曾．噌Q1．2
（1941．2普通教育司を分割設置）
教育部国民教育司司長（1941．2－1949．4） 3 8628．7
（1941．2普通教育司を分割設置，
1949．4中等教育司へ合併）
教育部社会教育司司長（1912．5－1928．6）3 19364．3大学院社会教育処処長（1928，4－1928．ll）1 5 5．0
教育部社会教育司司長（1928．ll－1949，11）14 25218．0
大学院・教育部社会教育処司長合計 14 257 17．1
（うち再任｝，兼任・代理3）
大学院文化事業処処長（192＆4－1928．ll）1 5 5．0
教育部蒙藏教育司司長（1929，ll－1947．4）6 20934．8
（1929．10蒙蔵教育司を増設）
教育部辺藍教育司司長（1947．4－1950．1） 3 33 1LO
教育部蒙藏教育司・辺彊教育司長合計 8 24230．3
教育部国際文化教育事業処（1947．3－1949．9）5 30 6
教育部会計室主任（1935．12－1940．1） 3 49 16．3
（1935．1総務司から分離設置）
教育部会計処会計長（1940．H949．4）・ 2 111 55．5
教育部会計室主任・処会計長合計 5 16032．0
教育部統計室統計主任（1935．1H944．8）1 105105．0
（1935．1総務司から分離設置）
教育部統計処処長（1944．8－1949．4） 1 56 56．0
教育部統計処処長合計 1 161161．0
（うち再任1）
教育部人事処処長（1943．5－1949．12） 2 79 39．5
（1943．5総務司から分離設置）
出典）　教育部編『第一次中国教育年鑑』（上海：開明書店，1934年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編r第二次中国教育年鑑』（南京：教育部，1948年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編『第三次中国教育年鑑』（台北：教育部，1957年，宗青図書公司影印版）
は，1928年から41年の13年間に在任していたのは朱経農（1928．4－1930．6）と顧樹森（1930．6－
1941．・2）の2人だけである。彼らはいずれも経験豊富な教育専門家であり，小中学教育の拡充
に重点を置いていた㈹。
　籍貫についてみると，第4表のように国民政府期の各処司長は，北京政府期にはなかった河
南・安徽・広東・貴州などの出身を含み，分布の幅が広がっている。ただ，パーセンテージで
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第4表　北京政府・国民政府教育部等の司処長の比較（2｝
北京政府時期 国民政府時期
のべ人数
　　1　　　　　　　　　　　　　　，高央唐鴛＝G社 総i百@i
@i分??????
　●　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
????????
　印高鴛S?????????
北京・北平4） l　　　l　　　1　　1 1i　4．17 i　　l　　　l　li　　l　　　・ 1i　l．64
直隷・河北5）
ﾍ　南
　1　　　　　「堰@…2｝’　 　i ，2i　8．33唱　0．00 　　l　　　　　l　　　　　’　　　　　l堰@　i　　　li　　・　　・　1
F　　l　　　l　　’　　　i　li
2ia281i　1．64
山　東 ；　i　i ｝α・・ ，　　　　　、　　　　　1　　　　　唱　　　　　’　　　　　幽@1i　　　l　　　l　　　l　　　l 幽1i　1．64
江　蘇6） i　4i　　2　i 6i　25．00 唱5　i　　　5　i　　　5　i　　　　l　i　　　　l　i　　　　l　i　　　　I 印19i　31．15
漸　江
ﾀ　徽
’3i　ili　　i　　l 14il6．67’　0．00 5i1…　i　…　ili3…　…3…　・　…　｝　　　　　　　： 7il1・娼6i　9．84
江　西 　1　　　　　：堰@　l　　： i　α00 　，　　　　　1　　　　　’　　　　　幽f　，112…　…lll5i　8．20湖　北
ﾎ　南
l　川
氈@建
、　2i　　li　’　　　　　l
堰@2i　　i、　　1i　　　l
戟@li　　i
3i　12．50
Qi＆3311　4．17，li　4．17
’　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1E…liilii…・　…　ili　i　i”　　　l　　i　　・　1i 13i　4．92
U1　9．8411i　1．64
Pi　1．64
広　東 i　・　・ 1　0．00 ”　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　l撃堰@li　　　I　　： 2i　328
貴　州
ﾂ　西
　1　　　　　’
?????????，?
iαooli　4．17 …　　　　　｝　ilil　　　　　唱　　　　　’l　li　　・　　l　　l　　i 1i　L64脚1i　L64
遼　寧 　i　　，｝　　　i 1　0．00 　　　　　1　　　　　、E l　　l li l　　， ：1i　1．64
吉　林
s　明
lili　ill　　　　　、　　　　　1　　　脚 3i　12．50
宴ｿ・・
　　　●　　　　　　　　　　　　　　1･　　　 　l　　　　　l 　 　 l I 　　　　：　 　　　1
Qi　、　、　・　1　・1　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　唱
・　0．00，3i　4．92
総　計
1　　　　　　　　　　　　　　・
撃奄撃Ti　5i　31　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　印 24i　100
1　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　1
P8　i　　12　i　　　g　i　　ll　i　　　l　i　　　6　i　　　4　　　1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　齢 61i　100
1）　会計室処，統計室処，人事処を含む。
2）　中等教育司，国民教育司を含む。
3）　辺彊教育司を含む。
4）京兆・順天を含む。
5）天津を含む。
6）江寧・上海を含む。
出典）　教育部編『第一次中国教育年鑑』（上海：開明書店，1934年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編『第二次中国教育年鑑』（南京：教育部，1948年，宗青図書公司影印版）
　　　教育部編『第三次中国教育年鑑』（台北：教育部，1957年，宗青図書公司影印版）
　　　劉寿林等編『民国職官年表』（北京：中華書局，1995年）
　　　徐友春主編『民国人物大辞典増訂版』（石家荘：河北人民出版社，2007年）
みると長官同様，江漸地区に偏重し，とくに江蘇省が突出していて，その反面，湖北省は北京
政府期に比べ減少している。朱経農と顧樹森のように，高等教育司と普通教育司における江蘇
籍の人員の比率がとくに高い。
　このように，国民政府期の教育長官や処司長は，北京政府期と比べて安定しており，国民政
府の基礎が堅固であったことがうかがえる。処司長以外の参事，秘書等の重要職についても，
さらに比較をする必要がある。
2．民国教育部の官僚集団の分析
　それでは，教育部という官僚集団全体はどのような状況であったのか。『職員録』には普通
教育司や会計処などの常設機構，各種委員会のほか，国立大学などの直属機関や，冊によって
は各省教育庁長等も掲載されており，内容は毎冊必ずしも同じではない。記載項目としては
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第5表　北京政府教育部職員構成の変遷
1914．6 1915．41916．51916．9 1919．71920．10 1927．12
総　計（人） 138 157166 183 275 350 180
総　長 1 1 1 1 総　長 1 1 1
次　長 1 1 1 1 次　長 1 1 1
参　事 2 3 3 3 参事室 6 14 7
司　長 3 3 3 3 秘書処 15 16 34
秘　書 3 3 1 3 編審処 35 48 44
愈事兼秘書 1 1 2 1 総務庁 74 93 83
視学兼任秘書 0 0 1 0 曾9曾 曾 ，編審員兼任秘書 0 0 1 0 うち　庁　長 一 一 1
倉　事 17 23 22 22 文書科
19 23 26
試署愈事 0 0 0 1 会計科
25 28 23
視　学 12 15 13 14 統計科
10 17 11
技　正 1 1 1 1 庶務科
20 25 22
主　事 38 42 42 40 普通教育司 44 61 54
署主事 3 0 0 0 　　，「曾，，，､ち　　司　長 1 曾，@1 1
委署技士 0 0 2 2 第一科 10 15 12
編審員 9 11 10 9 第二科 8 11 13
辮事員 33 53 47 46 第三科 9 12 11
学習員 14 0 0 0 第四科 16 22 17
分部任用人員 0 0 16 36
專門教育司 57 69 46
　　，､ち　司　長 ，? 1 1
倉事京師学務局長 1 1 一
第一科 12 16 13
第二科 16 20 10
第三科 27 31 22
社会教育司 32 37 36
うち　司長 1 1 1
第一科 ll 14 16
第二科 20 22 19
視学室 10 10 8
『職員録』1914．6～1916，9では各処司の配置人数が不明。
出典）　『職員録』1914．　6，同1915．4，同1916．　5，同1916．9，同1919．　7，同1920．10，同1927．12。
「職別」，「姓名」，「別号〔別名〕」，「年歳〔年齢〕」，「籍貫」，「住趾〔住所〕」があり，「電話号
礪〔電話番号〕」が記載された冊もある。さらに1939年3月以降，「到差〔着任〕（または到部
〔入部〕）年月」が追加され，1946年3月以降，「性別」も追加されている。それでは以下，
『職員録』に記載された教育部本部常設機構の人員について分析を進めることにする。
　まず，教育部職員の人数であるが，基本的に教育事業の進展にともない，年を追って増加し
ている（第5表，第6表）。『職員録』1914．6から同1916．9までは，部署を分けず職格順に記
載されているため，北京政府初期は全体の規模しかわからない。だが，規模が次第に拡大して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
中華民国教育部（1912年一1949年）の人員構成
第6表　国民政府教育部職員構成の変遷
1931．8 1934．21936．ll 1939．3 1946．3 1947．4
総　計 179 153 186 1　187 1　455 1　464
部　長
ｭ務次長
嵂ｱ次長
髀綜ｺ
Q事処
鼈?ｺ
ﾂ学室
署理1
@　1
@　1
@　17????
???????
総務司　　　曹99 　55・曹 53 68総務司　　　1　44総務司　　　　l　l25 総務司　　　　1　128
うち　司　長
@　　第一科
@　　第二科
@　　第三科
@　　第四科
????』???うち司長1　1　　　第一科；　24　　　第二科l　l9
@　　　　　｝
うち司長l　l　　　第一科1　73　　　第二科1　21　　　第三科l　l6　　　第四科I　l3 うち司珂　1　　　第一科1　77　　　第二科1　21　　　第三科l　l4　　　第四科1　15
高等教育司　曾，P 　16辱， ．生9
????
高等教育司　　　1　　16　　　　　　　」 高等教育司　　1　35　　　　　　　1 高等教育司　　1　33　　　　　　　｝
うち　司　長
@　　第一科
@　　第二科
?? ?? ???うち　司　長1　　1
@　　第一科1　6
@　　第二科1　9　　　　　　1
うち　司　長1　　1
@　　第一科1　15
@　　第二科1　8
@　　第三科；　　5
@　　第四科1　5
うち　司　長l　　l
@　　第一科l　l5
@　　第二科l　lO
@　　第三科1　7
@　　　　　1普通教育司 32 20 27普通教育司　　　1　　14
，，9雫曹 曽　”曽　　’　　　　1　　　　　噛 中等教育司　　1　27　　　　　　．⊥，，　．． 中等教育司　　1　30　　　　　　．．．Lうち　司　長
@　　第一科
@　　第二科
@　　第三科
@　　第四科
@　　第五科
?????』????うち　司　長1　　1謌皷ﾈ科長1　　1
謫?ﾈ科長1　　　　　　　兼任
謗O科科長1　　　　　　　兼任
謗l科科長l　l
謖ﾜ科科長1　　　　　　　兼任
@　科長1　　1　　　　　　1
　，，､ち　司長1　　1
@　　第一科1　11
@　　第二科1　　6
@　　第三科1　2
@　　第四科1　7
，．．､ち　司長1　　1@　　第一科1　10
@　　第二科1　　6
@　　第三科1　　3
@　　第四科1　10
国民教育司　　1　18国民教育司　　I　l5
社会教育司 18 18 26社会教育司　　1　21　　　　　　　」 曾・9曾曾9曾9・・司　長
謌皷ﾈ
謫?ﾈ
謗O科
????????　　司長1　1謌皷ﾈ科長｝　　1
謫?ﾈ科長1　　1
@　　　　5
9　　曹　　9「i　長1　　　　　　1
謌齡梶@6第二科1　　6　　　1第三科1　　5
9　曽’　”　ri　長1　　1　　　1第一科1　　5
謫?ﾈ1　　5　　　1第三科1　　4
社会教育司　　1　23社会教育司　　1　21
蒙藏教育司 5 5 5 蒙藏教育司　　1　　7
・　・・　　・　・・　・…　　卜　・　… ・・@　…　　　　　　　　　卜
司　長 兼任 兼任 ，　兼任
　・・　　｛　　　　・
i　長1兼任
うち　司　長1　　1
@　　第一科1　11
@　　第二科1　5
@　　第三科1　　6
うち　司　長1　　1
@　　第一科1　11
@　　第二科1　　3
@　　第三科！　6編審処 21 一 一 調部工作人員　1　44「
蒙藏教育司　　1　18．　．，　，．　，，　，　．　し　， 辺彊教育司　　r　　18　，　　．　　，　　　　．　し，．　．
うち　司長l　　l
@　　第一科｝　　8
@　　第二科1　　4
@　　第三科1　5
うち　司　長1　　1
@　　第一科1　11
@　　第二科1　5
@　　　　　1
@　　　　　1
@　　　　　i　　　　　　l
国際文化教育事業処l　　l3　　曹曹，9
??????
’　　　　　’　　”　　　「､ち　処　長l　　l@　　恥科i　4　　　第二科1　　　　　　　　　8
会計処　　　　1　51　　・・　　　　　　　　　レ　　　　　　・ 会計処　　　　！　52
うち　会計長1　　1
@　　専員1　4@　　第一科1　12
@　　第二科1　21
@　　第三科l　l3
．．．．．．．．．．．．．．．．．一．一．．
戟D一一．一．一．・．
､ち　会計長；　　1
@　　専　員1　　4
@　　第一科1　16
@　　第二科1　18
@　　第三科1　13
人事処　　　　1　24　　　　　　　1　曽曾
会計室　　　　1　10
@　　　　　　i
@　　　　　　i
@　　　　　　i
@　　　　　　i
@　　　　　　i
@　　　　　　i
@　　　　　　！　　　　　　　…
うち　処長1　　1
@　　第一科i　8　　　第二科1　　　　　　　　　9　　　第三科1　　9
　　　曽”　　「､ち　処　長1　　1@　　第一科i　7
@　　第二科1　　8
@　　第三科1　　　　　　　　　8
統計処　　　　1　22　…　　　　　　　　　　　　ト・　　　　・ 統計処　　　　1　23・　　・　　・　　・…　　　　」　　・
うち　処　長1　　1
@　　第一科1　6
@　　第二科1　　9
@　　第三科1　6
うち　処長1　　1
@　　第一科1　6
@　　第二科1　9
@　　第三科1　　7
出典）　r職員録』1931．8，同1932．10，同1934．2，同1936，11，同1939．3，同1946，3，同1947．4。
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いることは明確である。とくに1919年以降，拡大の速度を速めているが，これは，第一次世
界大戦中の中国経済の発展を背景に教育事業が発展した結果であり，また，五四運動以後の学
校が学生管理を強化した結果でもあると思われる。ところが1927年末になると教育部の規模
は急減し，8年前の半分の人数となってしまう。これは明らかに北伐の影響で北京政府が崩壊
へ向かい始めたことを示すものである。これが主として教育部側の職員削減によるものなのか，
それとも主として職員側の離反によるものなのか，種々の史料をつきあわせて検討する必要が
ある。
　一方，教育部の組織機構をみてみると，北京政府期の教育部は基本的に，総務庁と普通教育・
専門教育・社会教育の3司という構成を維持し，司の下の科もおおむね固定している。だが，
国民政府前期（抗日戦争以前）になると，大学院が教育部に改組されたのちも，編審処が廃止
されて専員室が設置されるなど機構改造がたびたびおこなわれており，各司の科にも増設や廃
止がみられる。さらに抗日戦争期にはいると，第二社会教育団，四川服務団などから大量の人
員が教育部に配置されて各部署の仕事に従事しており，対日勝利後も，大量の督学（学校視察
官）や専門人員が各処・司に配属・従事している。これらはいずれも，戦中戦後の状況に対す
る臨機応変の措置である。また，普通教育司から中等教育司を分離独立させたり，蒙蔵教育司
長（モンゴル・チベット等辺境地区教育を管轄）を兼任職から専任職に改め，さらに蒙蔵教育
司を辺彊教育司へ改めているのは，対日勝利後の政権基盤を強化するための積極的施策といえ
る。
　国民政府期の教育部の機構と人員の変動に関しては，広少奎がすでに考察をおこなっている。
それによると，「教育部組織法」は計10回修正されており，広は1929年11月1日第1次修正
から1931年7月6日第3次修正までを「奥基〔基盤確立〕期」，1933年4月22日第4次修正
から1936年10月31日第6次修正までを「成型〔整備〕期」，1940年11月16日第7次修正
から1944年7月15日第9次修正までを機構と人員が大きく変わった「変更期」，1947年2月
12日第10次修正を政治・経済情勢によりやむを得ず職員の定員を削減した「調整期」として
いる㈹。だが，「組織法」と実際は必ずしも一致していない。たとえば，1947年4月の教育部
人員は，第10次修正後であるにもかかわらず1946年3月より増加している。そのため，法・
規定の分析をもってよしとするのではなく，実情とその原因に対して，改めて考察する必要が
あるのである。
　（1）籍　貫
　前述のとおり，歴代教育部（含大学院）正副長官および処司長の籍貫は江漸両省に偏重して
いた。教育部の常設機構職員全体では，その偏重はより顕著となる（第7表）。
　北京政府初期の1914年6月，江漸両省は全職員の35％を占めており，次いで両湖（湖北・
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第7表　北京政府と国民政府の教育部職員籍貫分布比較表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段は人数，下段は％
北京政府時期 国民政府時期
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北京・北平’） 　　　5R．68
　　　4
Q．55
　　　5
R．11
　　22
W．09
　　27
V．96
49（・2）
@16．9
　　　3
k86
　　　4
Q．65
　　　4
Qユ9
　　　2
P．20
　　　1
O．23
　　　2
O．45
直隷・河北2） 　　12W．82
　　12
V．64
　　13
W．07
　　24
W．82
　　30
W．85
24（・3）
@8．28
　　10
U．21
　　　4
Q．65
　　　7
R．83
　　　9
T．39
　　13
Q．93
　　14
R．12
河　南 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　4
k47
　　11
R．24
　　　8
Q．76
　　　2
P．24
　　　2
P．32
　　　4
Q．19
　　　2
k20
　　11
Q．48
　　15
R．34
山　東 　　　2P．47
　　　3
P．91
　　　3
k86
　　　8
Q．94
　　　8
Q．36
　　16
T．52
　　　1
O．62
　　　2
P．32
　　　4
Q．19
　　　5
Q．99
　　18
S．06
　　20
S．45
山　西 　　　1O．74
　　　5
R．18
　　　2
P．24
　　　4
P．47
　　　5
k47
　　　3
kO3
　　　0
O．00
　　　0
ｿ00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　3
O．68
　　　2
O．45
南　京 　 一 一 　 一 一
　　14
W．70
　　14
X．27
　　16
W．74
　　　18
P0．78
　　20
S51
　　24
T35
江　蘇3） 　　　23P6．91
　　　24
P5．29
　　　28
P739
　　　39
P4．34
　　　43
P2．68
　　28
X．66
37（・4）22．98 27（・5）17．88 36（・5）
P9．67
　　　51
R0．54
　　105
Q3．70
　　114
Q5．39
漸　江
25（・1）18．38 25（・1）1592 31（・1）
P925
　　　38
P397
　　　43
P2．68
27（・3）
@9．31
52（・4）
R1．68
　　　30
P9．87
　　　37
Q0．22
　　　33
P9．76
　　　56
P2．64
　　　59
P3．14
安　徽 　　　5R．68
　　　7
S．46
　　　6
R．73
　　10
R．68
　　　8
Q．36
　　　6
Q．07
　　　3
P．86
　　　3
P．99
　　　3
P．64
　　13
V．78
　　　51
P1．51
　　　59
P3ユ4
江　西 　　　7T．15
　　13
W．28
　　　8
S．97
　　11
S．04
　　13
R．83
　　10
R．45
　　　6
R．73
　　　19
P2．58
　　　19
P0．38
　　　6
R．59
　　13
Q．93
　　12
Q．67
湖　北 　　　17P2．50
　　　21
P3．38
　　　25
P5．53
　　　42
P5．44
　　　61
P7．99
　　　32
P1．03
　　　6
R．73
8（・5）
T．80
11（・5）　6．Ol 　　　5
Q．99
　　26
T．87
　　28
U．24
湖　南 　　11W．09
　　10
U．37
　　　8
S．97
　　19
U．99
　　24
V．08
　　26
W．97
　　11
U．83
　　13
W．61
　　16
W．74
　　　7
S．19
　　21
S．74
　　22
S．90
四　川 　　　5R．68
　　　5
Rユ8
　　　6
R．73
　　18
U．62
　　23
U．78
　　14
S．83
　　　3
P．86
　　　4
Q．65
　　　5
Q．73
　　　2
P．20
　　　70
P5．80
　　43
X．58
福　建
6（・1）4．41 7（・1）4．46 6（・1）3．73 　　　9
R．31
　　11
R．24
　　　5
P．72
　　　3
k86
　　　3
P．99
　　　1
O．55
　　　2
P．20
　　　5
P．13
　　　9
Q．00
広　東 　　　6S．41
　　　9
T．73
　　10
U．21
　　　9
R．31
　　12
R．54
　　10
R．45
　　　5
R．11
　　　8
T．80
　　ll
U．Ol
　　　4
Q．40
　　11
Q．48
　　　7
P．56
広　西 　　　0O．00
　　　1
O．64
　　　1
O．62
　　　1
O37
　　　1
O．29
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．23
　　　1
O．22
雲　南 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．62
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．34
　　　1
O．62
　　　1
O．66
　　　1
O．55
　　　0
O．00
　　　1
O．23
　　　1
O．22
貴　州 　　　4Q94
　　　4
Q．55
　　　2
P．24
　　　4
k47
　　　4
kl8
　　　5
P．72
　　　1
O．62
　　　2
P．32
　　　2
P．09
　　　2
P．20
　　　5
P．13
　　　4
O．89
陳　西 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　2
O．59
　　　2
O．69
　　　1
O．62
　　　1
O．66
　　　1
O．55
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．22
甘　粛 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．23
　　　1
O．22
遼　寧 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．37
　　　3
O．88
　　　5
P．72
　　　1
O．62
　　　3
P．99
　　　2
P．09
　　　1
O．60
　　　4
O90
　　　3
O．67
吉　林 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
17（・2）
@　5．86
　　　0
O．00
　　　1
O．66
　　　2
P．09
　　　0
O．00
　　　2
O．45
　　　2
O．45
黒龍江 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
ｿ00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　3
O．68
　　　2
O．45
熱　河 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．37
　　　1
O．29
　　　1
O．34
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．60
　　　0
O．00
　　　0
O．00
察恰爾 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．22
蒙　古 　　　0O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　3
P．86
　　　3
P．99
　　　2
P．09
　　　0
O．00
　　　1
O．23
　　　1
O．22
西　康 一 ｝ 一 一 一 　 　 　 『
　　　2
P．20
　　　1
O．23
　　　1
O．22
新　鶉 　　　0O．00
　　　0
ｿ00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　0
O．00
　　　1
O．60
　　　0
O．00
　　　1
O．22
八　旗
　　　0
O．00
@　　8
T．88
　　　8
T．10
　　　7
S．35
　　　8
Q94
　　　9
Q．65
　　　3
P．03
総　計
137
P00．00％157人P00．00％162人P00．00％272人P00．00％339人P00．00％292人P00．00％164人P00．00％152人P00．00％184人P00．00％167人P00．00％443人P00．00％449人P00．00％
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（・1）うち1人は，籍貫は福建閲侯，原籍は漸江杭県とする。　（・2）うち1人は籍貫は京兆で吉林在住とする。
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出典）　教育部編『教育部職員録』1914．　6，同1915．4，同1916．5，同1919．　7，同1920。10，同1927．12，同1931．8，
　　同1934．2，同1936．11，同1939．3，同1946，3，同1947．4。
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湖南）が20％を占めている。一方で華北の北京と直隷・河南・山東・山西4省を合わせても
15％足らずであり，江蘇1省にも及ぼない。だが以後，華北の比率は次第に増加し，同時に，
両湖や四川などの省も増加していき，1920年10月には，江漸・華北・両湖がそれぞれほぼ
1／4を占め，以前に比べ地域的バランスがよくなっている。中央政府の官僚機構として，各地
の人材を吸収するようになったといえるであろうか。だが，1927年12月になると，華北が35
％を超える一方，江漸・両湖はいずれも20％前後に減少する。前述のように，この時，教育
部の職員数は半減しているが，それだけではなく，華北の比重が急増しているのである。この
籍貫構成の変化は，北京政府が北伐によって華中南を失い，華北の地方政権に転落しつつある
ことを示しているといえよう。
　つぎに，北京政府を打倒して一応の中国統一を果たした国民政府の教育部についてみてみよ
う。意外（少なくとも筆者にとって）なことに，国民政府期の教育部職員の籍貫構成は，北京
政府期に比べてより偏重したものとなっている。首都南京を含めた江漸地区はつねに全職員の
40％以上を占め，とくに1931年8月と抗日戦争中の1939年3月には60％を超えているので
ある。これに対し華北は10％を超えることはなく，両湖ですら15％に達することがないので
ある。その一方で，安徽省と江西省は北京政府期に比べて多くなっており，とくに安徽省は抗
戦期以降つねに両湖の合計を上回っている。抗日戦争をはさんで極端な変動を見せるのが四川
省である。北京政府期に最大23人，7％弱を占めていた四川省は，国民政府期になると数人に
減ってしまい，日本軍の侵攻で教育部が重慶へ移転したのちの1939年3月，人数をむしろ減
らしている。だが，抗戦勝利後の1946年3月には70人に急増して，全体の15％，江蘇に次
ぐ割合を占めるに至っており，南京への帰還をほぼ終えた翌1947年4月には一転，43人約10
％へ急減している。貴州や広西，雲南といった他の西南諸省は，貴州省が戦後に倍増（といっ
ても5人であるが）した以外，抗戦期以降に微増するか変化がみられない。
　これらの数値からいえることをまとめると以下のとおりになる。
　まず，北京政府期の教育部は，その初期，南方諸省，とりわけ江漸両省に偏重した人員構成
になっていたが，しだいに各地の人材を広汎に集めるようになっていった。もちろん，籍貫は
官僚の原籍地を示すものにすぎず，各地出身といっても，実際は北京在住者からのリクルート
が多く含まれるであろう。だが，日本の明治初期の藩閥政治のような同郷ネットワークによる
人材登用がしだいに緩和，分散していったことがうかがわれるのである。北伐開始後には，そ
れがさらに進行し，南方出身者が激減して，華北の地方政権の様相を帯びてくる。1920年前
後にみられた地域バランスの改善傾向がそのまま進行して1927年の状況になるのか，それと
も北伐開始前後で急に華北の比重が増加するのか，1920年代半ばのデータがないのが残念で
ある。
　つぎに，国民政府の教育部は，北京政府初期以上に南京を含めた江漸地区に偏重した人員構
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成であり，それが抗戦直前にやや緩和するものの，抗戦初期に再度偏重が強まり終始40％以
上を維持している。抗戦期に重慶へ移転したにもかかわらず，西南諸省の人員が増えず，江漸
地区が実数においても増えている。1946年3月には四川省が急増しており，抗戦中のある時
点から，四川省の人材を多く登用するようになったことがうかがわれる。現時点では，抗戦期
のデータは1939年3月のみであり，転機はそれ以後ということになる。四川省は1947年4月
には急減するが，これは教育部の南京帰還にともない，部を離れ四川にとどまった人員が多数
いたということであろうか。
　こうした教育部の傾向が，はたして教育部独自の傾向なのか，それとも中華民国政府全体に
共通する傾向なのか，現時点では不明である。もし後者であるならば，北京政府は，当初，蓑
世凱を大総統に戴きつつも，人員構成は南方革命政権の色彩（もっとも，そこには江漸や両湖
のいわゆる「立憲派」人士が含まれるが）を濃厚に帯びていたということができる。北京政府
は次第に南方色を薄め，全国の人材を集めるようになっていったが，1920年代に入ると，北
京政府自体の統治能力の低下と新たな南方革命政府の台頭により，次第に華北の比重を高めな
がら崩壊していった。これに対し，北伐により北京政府を打倒した国民政府は，より江漸地区
の色彩が強烈である。国民党には多くの広東人指導者がいるにもかかわらず，教育部の人員構
成を見る限り，国民政府はあたかも江漸革命政権の様相を帯びており，それは台湾移転直前ま
で変わらないのである。重慶への移転後も，少なくとも当初は江漸政権のままであり，四川人
の登用は抗戦中期以降で，人員構成を大きく変えるまでには至っていない。国民政府の全国統
一が「江漸藩閥政権」の全国支配という一面を持っていたことをうかがわせるのである。
　②　年　齢
　北京政府と国民政府の職員の各年平均年齢はともに35歳前後である（第8表）。だが，北京
政府の年齢層は，国民政府に比べて平均年齢の漸増傾向が顕著である。とくに1927年12月に
40歳を超えているのは，北京政府が国民革命に直面するなか，若い人材を吸収する能力を喪
失していったことを示しているのかもしれない。また，国民政府期は16年間で平均年齢が2
歳あまりしか上昇しておらず，新人の採用で職員の新陳代謝が保たれていたことがうかがわれ
る。職員個人の追跡調査は今後の課題としたい。
第8表　教育部職員の平均年齢
北京政府時期 1914．61915．4 1916．51916．9 1919．71920．10 1927．12時期平均
平均年齢 34．8 38．4 36．3 35．7 37．2 36．9 40．4 37．1
国民政府時期 1931．81932．101934．21936．11939．3 1946．3 1947．4時期平均
平均年齢　一一 35．0 353 36．2 36．6 35．4 37．7 37．3 36．2
出典）　第7表と同じ
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　（3）男女比率
　『職員録』において「性別」欄が設けられたのは1946年3月，1947年4月の最後の2年分
だけである。前者では女性職員は計59人，後者は68人で，それぞれ全職員の12．97％，14166
％を占めており，増加傾向がうかがえる（第9表）。そもそも，1946年に『職員録』に性別欄
が設けられたこと自体，女性職員が増加してきた結果であろう。ただし，統計処第二科科長高
徴梓と特約編輯兼青木関幼稚園主任趙鐵攻以外は，いずれも一般の科員か事務員，書記などの
下級官である。
　高徴粋は江蘇省江陰人，「職員録』1946．3によると，当時41歳。彼女は総務司第二科科員，
普通教育司科員を経て，1944年9月に統計処第二科科長に就任している（15）。趙鐵攻は江蘇省
武進（常州）人，『職員録』1947．4によると，当時45歳で，1938年10月に教育部に入ったと
あるが，なぜか『職員録』1939．3にその名はない。ちなみに趙鐵攻は，1928年に中華職業教
育社機関誌『教育与職業』にデンマークの合作社（協同組合）に関する文章を数編発表してお
り，中華職業教育社の関係者であった可能性がある（’6）。
　教育部内各司処の男女比をみると，国民教育司と高の所属する統計処における女性職員の比
率が比較的高く，とくに国民教育司第二科は女性職員が1946年3月時点で6人中3人，1947
年4月では5人中3人，統計処第二科は同じく9人中5人，5人中3人となっている。国民教
育司や統計処の女性職員の比率が高い理由としては，国民教育（当時は初等教育を指した）に
おける女性教員の比率や女子の就学率が比較的高かったこと，統計業務が女性職員に向いてい
ると考えられていたことなどが推測できるが，現時点では確かなことはわからない。
　教育部職員の男女比の傾向が，他の部・院と同じなのか否かについては，更に考察を進める
必要がある。
おわりに
　以上，『職員録』等の史料の分析から，教育部という官僚集団の全体の傾向を考察してみた。
これらの分析から，教育部という官僚集団が，巨大化していくなかで新陳代謝を図り，女性職
員も増えつつあったことなど，集団としての近代化の進展をうかがわせる反面，江漸両省出身
者への偏重のように，全国政権とはいいがたい側面を持ち続け，国民政府の統一が江漸政権の
全国支配という一面を持っていた可能性が明らかになった。
　もちろん，これらの分析はきわめて初歩的なものである。今後，本稿でも一部試みたように，
各司処別の特徴を析出することや，個々の教育部職員が教育部のなかだけでキャリアを積んだ
のか，教育専門家等知識人として別に活動の場を持っていたのか追跡することなど，更に踏み
込んで詳細な分析を進める必要がある。
　教育部官僚集団の分析は，教育行政のみならず，官僚機構，知識人の官民間流動や人的関係，
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高田　幸男
ジェンダー，さらには籍貫分析で言及したように歴代政権の性格など，広く政治史，社会史研
究に検討材料を提供しうる。今後，教育部官僚集団について，関連史料を収集して更に分析を
進めなければならないのはもちろんであるが，他の政府部門に対しても同種の研究が進められ
ることを期待したい。
注
（1）本稿は，「蒋介石与現代中国再評価」国際学術研討会（2011年6月27日，於台北・中央研究院
　　近代史研究所）における中国語報告原稿を，日本語に改め修正加筆iしたものである。
（2）　張朋園・沈懐玉編『国民政府職官年表（1925－1949）』台北：中央研究院近代史研究所，1987年，
　　pp．185－186，　190－192．
（3）　関暁紅『晩清学部研究』広州：広東教育出版社，2000年，今井航『中国近代における六・三・
　　三制の導入過程』福岡：九州大学出版会，2010年，陳哲三『中華民国大学院之研究』台北：台湾
　　商務印書館，1976年，高田幸男「南京国民政府の教育政策一中央大学区試行を中心に一」中国
　　現代史研究会編『中国国民政府史の研究』東京：汲古書院，1986年，広少奎『重振与衰変一南
　　京国民政府教育部研究』済南：山東教育出版社，2008年。北京政府期の教育部に関する総合的な
　　研究は，管見の限り，まだ見当たらないQ
（4）　『中国教育年鑑』にも学部から教育部に至る歴代「主要行政人員一覧」があるが，掲載されてい
　　るのは科長以上である。
（5）　高田幸男「近代中国地域社会と教育会一無錫教育会の役員構成分析を中心に一」『駿台史学』
　　第91号，1994年。
（6）実際は，傅増湘も在任中2度免職になり，同日再任されている（劉寿林等編『民国職官年表』北
　　京：中華書局，1995年，pp．　39－41）。
（7）　同上，pp．40－41。
（8）　前掲『国民政府職官年表（1925－1949）』，pp．　182－183。教育部編『第二次中国教育年鑑』南京：
　　教育部，1948年，宗青図書公司影印版，pp．1500－1501。前掲『民国職官年表』p．379，605。
（9）　陳哲三前掲書，および高田前掲「南京国民政府の教育政策」。
（10）　広少奎，pp．29－30。
（11）　同上，p．31。
（12）　教育部の司と大学院の処は，日本の文科省の局に相当し，教育部の処は課に相当する。
（13）朱経農（1887－1951）は，原籍は江蘇省宝山，漸江省浦江で生まれで，アメリカ，コロンビア大
　　学ティーチャーズカレッジに留学し，帰国後，北京大学教育系教授，商務印書館教科書編集，上海
　　市教育局長を歴任したのち，1928年，大学院普通教育処処長に就任する。本文のとおり，大学院
　　の教育部への改組後も引き続き普通教育司司長を務め，1930年には常任次長に昇進している（婁
　　献閣・朱信泉主編『民国人物伝第十巻』北京：中華書局，2000年，pp．　445－450）。顧樹森（1886－
　　1967）は江蘇省嘉定県の人。ロンドン大学を中退，帰国後，中華職業学校校長，南京市教育局長を
　　歴任し，1930年，朱経農の後任として教育部普通教育司司長に就任している（徐友春主編『民国
　　人物大辞典増訂版』石家荘：河北人民出版社，2007年，p．2349）。
（14）　広少奎，pp．115－129。
（15）『職員録』1931．8，1934．2，1936．11，1939．3。教育部編『第三次中国教育年鑑』台北：教育部，
　　1957年，宗青図書公司影印版，p．　1164。高徴梓は1949年4月に離職している（同上）。
（16）　趙鉄攻「丹麦之信用合作」『教育与職業』第91期，1928年，同「丹麦合作制之分配問題」同上
　　第92期，1928年，同「丹麦之農業合作社」同上第93期，1928年。
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Staff　Composition　of　the　Department　of　Education，
　　　　　　　　　　　　Republic　of　China（1912－1949）
TAKADA　Yukio
　　　In　China　during　the　tilne　of　the　Republic　of　China（1912－1949），　the　Department　of
Education　was　the　central　organization　for　the　administration　of　education　that　oversaw
the　national　education．　This　paper　analyses　the　staff　composition　of　the　bureaucratic
organization　of　the　department，　based　on　the　Zhongguo　Jiaoyu　Nianjiαn［Year　Book　of
Education　in　China］and　the万αoyπ、BπZ勿yπαηムπ［Staff　Register　of　the　Department　of
Education］．
　　　As　a　result，　the　terms　of　the　senior　officers，　such　as　the　director，　vicedirector，　and　the
heads　of　bureaus，　was　longer　under　the　Guomindang国民党government（1927－1949）
than　under　the　Beijing　government（1912－1927），　This　indicates　to　the　author　that　the
foundation　of　the　Guomin　government　was　more　solid　than　the　Beijing　government．
The　author　has　further　clarified　that　the　recruitment　of　the　senior　officers　was　skewed
toward　those　born　in　the　Jiangzhe江漸region，　especially　Jiangsu．
　　　The　number　of　the　staff　increased　as　the　projects　related　to　education　developed，　but
this　increase　was　not　necessarily　correlated　to　legal　codes．　Analyses　of　domicile　registers
lead　the　author　to　an　interpretation　that　the　Beijing　government　first　recruited　staff
from　southern　provinces，　especially　Zhejiang　and　Jiangsu，　but　subsequently　began　to
recruit　staff　broadly．　Toward　l927　when　the　Beijing　government　collapsed，　the　Beijing
government　came　to　appear　to　be　a　northern　Chinese　regional　government．　On　the
contrary，　the　Guomindang　government　heavily　depended　on　the　two　provinces　of
Zhejiang　and　Jiangsu　far　more　than　the　early　phase　of　the　Beijing　government．　This
tendency　remailled　unchanged　in　1939　during　a　war　against　Japan．　After　1939，　staff　born
in　Sichuan　suddenly　increased．　Yet，　staff　from　the　two　provinces　of　Zhejiang　and
Jiangsu　remained　dominant．　The　average　age　of　the　staff　was　35　years　old　both　under
the　Beijing　government　and　Guomindang　government，　The　department　under　the　Bei－
jing　government　was　slightly　more　staffed．　Although　data　related　to　sexual　ratio　of　the
staff　were　only　available　for　1946　and　l947，　women　tended　to　increase　over　time．
　　　These　analyses　indicate　that，　in　the　process　of　growth　of　the　bureaucratic　organiza－
tion　of　the　Department　of　Education，　the　Department　attempted　to　regenerate　its　staff，
and　as　a　result　women　staff　increased．　These　aspects　show　that　the　departlnent　was
becoming“modern．”On　the　other　hand，　the　preferred　recruitment　of　people　from　the　two
provinces　of　Zhejiang　and　Jiangsu　tends　to　suggest　that　the　department　was“national”in
nature．　The　latter　phenomenon　indicates　the　possibility　that　the　unification　by　the
Guomindang　government　was　a　national　control　by　the　Jiangzhe　regional　government．
Keywords：History　of　Republic　of　China，　Department　of　Education，　Beijing　government，　Guomindang
　　　　　　　　government，　bllreaucratic　organization
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